
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1007 

令和５年度 総合福祉科 

 

教科 総合福祉 科目 福祉実習 単位数 ４単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 自作教材 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

講義や実習を通して福祉について考え、福祉制度や障がい理解について理解するとともに、自分に何がで

きるかを考えます。自分で調べ、まとめ、発表することもあります。新型コロナウイルス感染症が収束

し、施設実習の受け入れが開始されれば、近隣の福祉施設で体験ボランティアによる実習を行います。

校外実習ができない場合は、校内実習においてコミュニケーションや介助の方法などを身につけるとと

もに、リクリエーション技術の向上をはかります。また、認知症サポーター・ガイドヘルパー資格取得

のための学習も行います。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・高齢者や障がい者の介護についての知識や技術を学習し、実社会で役立つ力を身につける。 

・福祉について講義や実習を通して考え、表現することができる。 

・グループ活動に積極的に参加し、自分の役割を果たすことができる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・知識を正しく理解し、身に

つけている。 

・必要な情報をタブレット端

末を活用して検索し、収集す

ることができる 

・学習した内容に関して、自ら

の意見やアイデア、対案などを

さまざまな文章やコミュニケ

ーション等を通して表現する

ことができる。 

・積極的に自分の役割を見出す

ことができる。 

・ペアまたはグループ内にて協

調性をもって取り組むことが

できる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 期 

単
元名 学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

福
祉
を
学
ぼ
う 

・オリエンテーション 

・ハンディキャップ体験 

a:福祉器具について、その構造や

仕組みについて理解する。 

b:体験を通して発見した気づき

を表現するとともに、その理由に

ついて考えることができる。 

c:主体的に体験活動に取り組ん

でいる 

ワークシ

ートの記

述 

ワークシー

トの記述 

受講態度 

の観察 

 

レポート

の記述 

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座 

・障がい者（児）福祉制度と

移動支援事業 

・障がい者の人権 

・知的障がいの心理 

・移動支援従業者の職業倫理 

・障がいの理解（知的障がい） 

・移動介助の基礎知識 

・コミュニケーション実習 

・外出介助実習・演習 

a:知的障がい者について理解し、

支援に必要な知識を身につける

ことができる。 

b:支援者として何が求められて

いるか、当事者の立場に立って考

えることができる。 

c:外出介助実習に積極的に参加

し、学んだ知識を活用して障がい

当事者を介助することができる。 

レポート

の記述 

受 講 中

の発言 

 

レ ポ ー

ト の 記

述 

受講態度 

の観察 

 

レポート

の記述 

２
学
期 

障
が
い
理
解(

知
的
障
が
い
以

外)
 

・障がいの種類 

・障がい特性について 

・自分たちができること 

 

a:自分で必要な情報を検索し、知

識を収集してまとめることがで

きる。 

b:学習した内容をもとに、自分の

意見やアイデア等を表現する。 

c:ひとつの課題に対し、ペアまた

はグループにて協同学習を行い、

主体的に活動へ取り組む。 

成果物 成果物 

 

発 表 内

容 

成果物 

 

発表内容 

 

受講態度 

の観察 

 

社
会
制
度
理
解 

・社会制度の理解 

・こんな時はどうするか。 

 

a: 自分で必要な情報を検索し、

知識を収集してまとめることが

できる。 

b:学習した内容をもとに、自分の

意見やアイデア等を表現できる。 

c:ペアまたはグループにて協同

学習を行い、主体的に活動へ取り

組む。 

成果物 成果物 

 

発 表 内

容 

成果物 

 

発表内容 

 

受講態度 

の観察 

 

施
設
実
習 

・施設の理解 

・実習の心得 

・施設実習 

・振り返り 

a:施設について、実習内容、心得

について理解する。 

b: 支援者として何が求められて

いるか、当事者の立場に立って考

えることができる。 

c: 積極的に実習に参加し、学ん

だ知識を活用して実習に取り組

むことができる。 

レポート

の記述 

受 講 中

の発言 

 

レ ポ ー

ト の 記

述 

受講態度 

の観察 

 

レポート

の記述 
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３
学
期 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

・レクリエーションの意義 

・レクリエーションの実際 

・レクリエーション実習 

a:レクリエーションの意義を理

解するとともに、注意点や考え方

を理解する。 

b: 学習した内容をもとに、レク

リエーションを企画・立案する。 

c: 主体的に活動へ取り組むとと

もに、実施後に振り返り、改善方

法について考察することができ

る。 

成果物 成果物 

 

発表内容 

 

実 習 内

容 の 観

察 

 

成果物 

 

発表内容 

 

実習内容 

の観察 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


